参考様式－地熱１（審査基準２関係）
地熱利用事業計画書
当社では地熱発電所の建設を計画しており、当該地において地熱発電を行うため、新たに試験井（生産井）を掘削したく、以下のとおり計画しています。
周辺温泉への影響や景観などに十分に配慮のうえ、地元との相互理解を深めながら事業を進めていくので、許可願います。
  　
１．掘削理由
当社では〇〇町〇〇地域を地熱資源の有望地であると考えており、地熱資源に関する調査を実施しました。その結果、〇〇ｋWクラスの地熱発電を行うことが見込まれる有望な地熱貯留層が発達していることが確認され、持続可能な開発ができると判断しています。
（１）掘削地点：熊本県〇〇町〇〇番地
（２）温泉を採取する埋設管の内径：○○ｍｍ
（３）発電規模：○○ｋW
（４）事業面積：○○㎡
２．事前調査結果
当社は地熱開発を行うにあたって、以下の項目について調査を行いました。調査結果については、別添の報告書のとおりです。
上記調査結果に基づき、掘削地点周辺における地熱構造モデル及び地熱流体流動モデルを決定しています。
①　地質調査結果
掘削地点を中心に調査範囲を○ｋｍ×○ｋｍ程度として、地質構造や地熱兆候について調査を行いました。
②　地化学調査結果
温泉等を採取し、化学成分分析などを行いました。
・調査地点数：○地点
・分析成分：・・・・・・
③　電磁探査結果
地下の比抵抗構造解析として以下の仕様において電磁探査を実施しまし
た。
・調査仕様
・・・・・・・・・・・・・・
３． 総合解析結果
上記に基づき、地熱構造モデル及び地熱流体流動モデルを決定しています。
４．発電事業計画
①　発電事業の内容
　　予定地　：予定地の所在地、土地所有者
　　　発電規模：〇〇ｋＷ（発電機○○ｋＷ×△基）
　　　事業主体：事業者名、代表者氏名、住所
　　　設備認定：固定価格買取制度の設備認定状況
　②　掘削位置及び口径、深度の選定理由
　　　別に示す地熱構造モデル、地熱流体流動モデル等の結果から、掘削口径や深度を決定した理由を示すこと。
　③　事業スケジュール
　　　スケジュール表は年月で区分けし、以下の項目を記入すること。
事前調査、地元説明、掘削許可申請の時期、土地造成、掘削工事、噴出試験とモニタリング時期、還元井設置、発電所建設、売電開始時期、生産開始後のモニタリング時期など
　④　発電設備の概要
　　　発電設備などの配置計画等について、図を用いて明らかにすること。
　⑤　発電以外の事業計画
　　　掘削した温泉を利用して、発電事業以外の事業（農業、浴用等）を同時に行う場合は、これらの事業計画についても明らかにすること。
　⑥　九州電力(株)の系統連系関係の進捗状況
　　　進捗状況を記載すること。
　
５．モニタリング調査
周辺○ｋｍ以内を調査した結果、地熱・温泉井は○箇所存在します。このうち、○箇所についてモニタリングを行うことにしています。
６．排水計画
　排水は、全量還元井へ還元します。
７．還元井計画
　還元井を設置し、発電利用後の熱水については、全量還元します。　　
８．地元説明
地熱開発計画については、○○地区や周辺温泉事業者を対象とする地元説明会を開催しています。
